
１ 事業の目的・必要性

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団名事業名

消防団活躍の推進及び災害時における情報伝達・共有のシステム化
・ 災害対策本部及び警防本部と消防団活動現場の情報共有
・ 消防団活動の強化
・ 消防団員及び事務局員の庶務的負担軽減

２ 事業内容

消防団員の携帯端末にアプリをインストールし、次の機能を活用することで、
消防団活動の機能強化を図る。
■ 指令喚起音により出動指令通知
■ 出動に関係する団員の動態管理
■ 災害現場の動画像を警防本部と消防団員で共有
■ 出動報告書をデジタル上で作成・提出
■ 団員が出動する活動のスケジュール管理
■ 事務局から消防団員への参考連絡

写真や図など

４ 目標達成状況

指標 単位 当初目標 実績値 備考

説明会 回 １１ １１

登録率 ％ ８０ ８３ R5.10.1時点

招集率 ％ ３０ ３０

写真や図など

３ 事業成果

■操作説明会の実施
全体を対象とした説明会 ：１回
各方面隊を対象とした説明会：10回

■アプリの登録の随時依頼
契約から3ヶ月で登録者数1,100名超。

■東広島市総合防災訓練時における操作訓練の実施
出動動態入力及び動画像の共有。

■実災害での運用
令和５年度中に、８回の消防団要請。

★導入から５ヶ月後のアンケート結果（回答数353名）
Q.出動報告書を紙からアプリに移行した場合について
A.従来の方法と比べて負担が減る 214名 60.6%
【分団長以上の回答の場合 42名中34名 81.0%】

５ その他参考情報

自治体名 広島県東広島市 東広島市消防団消防団アプリの導入
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